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身体的虐待 63（56.8） 47（42.3） 0（0.0） 1（0.9） 111（100.0）
性的虐待 58（52.3） 52（46.8） 0（0.0） 1（0.9） 111（100.0）
ネグレクト 62（55.9） 46（41.4） 2（1.8） 1（0.9） 111（100.0）





















































































































教員を対象とした児童虐待関連の勉強会 72（66.1） 36（33.0） 1（0.9） 0（0.0） 109（100.0）
保護者を対象とした児童虐待関連の勉強会 79（71.2） 31（27.9） 1（0.9） 0（0.0） 111（100.0）
児童虐待が疑われる時、関係機関に相談しや
すい校内体制 101（90.2） 10（8.9） 1（0.9） 0（0.0） 111（100.0）
学校が児童虐待を通告した際、迅速に対応し
てくれる関係機関とのネットワークの構築 103（91.2） 9（8.0） 1（0.9） 0（0.0） 113（100.0）
児童虐待が疑われる時、当該児童に関係のあ
る教員同士で相談しやすい校内体制 100（89.3） 11（9.8） 1（0.9） 0（0.0） 112（100.0）
校内で教員同士が児童虐待に関する知識や現




































































































行　　為 虐待である 虐待ではない わからない 合　　計
?????子どもを繰り返し蹴ったが怪我はしなかった 108（96.4） 2（1.8） 2（1.8） 112（100.0）
子どもにタバコを押し付ける 112（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 112（100.0）
意図的に子どもを病気にさせる 108（96.4） 0（0.0） 4（3.6） 112（100.0）
冬に子どもを戸外に締め出す 108（96.4） 2（1.8） 2（1.8） 112（100.0）
子どもを一室に拘束する 108（98.2） 0（0.0） 2（1.8） 110（100.0）
????
性的満足のために自分の性器を触らせる 110（99.1） 0（0.0） 1（0.9） 111（100.0）
思春期の娘の胸を愛撫する 111（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 111（100.0）
性交の場面を子どもに見せる 104（93.7） 1（0.9） 6（5.4） 111（100.0）
ポルノグラフィティーの被写体に子どもを強要する 100（99.1） 1（0.9） 0（0.0） 111（100.0）
子どもに性交を強要する 110（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 110（100.0）
?????買い物をしている間乳幼児を車に残しておく 94（83.9） 7（6.3） 11（9.8） 112（100.0）
子どもを不潔な環境の中で生活させる 104（92.9） 1（0.9） 7（6.3） 112（100.0）
子どもが病気になっても病院に連れて行かない 106（94.6） 1（0.9） 5（4.5） 112（100.0）
子どもの意思に反して学校に行かせない 110（98.2） 0（0.0） 2（1.8） 112（100.0）
祖父母が子どもに熱湯をかけているのを放置する 111（99.1） 0（0.0） 1（0.9） 112（100.0）
?????
太っているのを気にしている子に「お前はいつ見てもデ
ブだね」と言う 101（91.0） 4（3.6） 6（5.4） 111（100.0）
子どもに「あんたなんか生まれてこなければ良かった」
と言う 106（95.5） 2（1.8） 3（2.7） 111（100.0）
「殺してやる」と真剣な表情で包丁を子どもに突きつける 112（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 112（100.0）
子どもの目の前で配偶者に対して暴力を振るう 100（90.1） 3（2.7） 8（7.2） 111（100.0）




行　　為 通告する 通告しない わからない 合　　計
?????子どもを繰り返し蹴ったが怪我はしなかった 74（73.3） 8（7.9） 19（18.8） 101（100.0）
子どもにタバコを押し付ける 102（100.0） 0（0.0） 0（0.0） 102（100.0）
意図的に子どもを病気にさせる 90（90.0） 2（2.0） 8（8.0） 100（100.0）
冬に子どもを戸外に締め出す 73（73.7） 8（8.1） 18（18.2） 99（100.0）
子どもを一室に拘束する 79（79.0） 7（7.0） 14（14.0） 100（100.0）
????
性的満足のために自分の性器を触らせる 95（94.1） 3（3.0） 3（3.0） 101（100.0）
思春期の娘の胸を愛撫する 95（93.1） 3（2.9） 4（3.9） 102（100.0）
性交の場面を子どもに見せる 81（80.2） 8（7.9） 12（11.9） 101（100.0）
ポルノグラフィティーの被写体に子どもを強要する 96（95.0） 1（1.0） 4（4.0） 101（100.0）
子どもに性交を強要する 100（98.0） 1（1.0） 1（1.0） 102（100.0）
?????買い物をしている間乳幼児を車に残しておく 47（45.6） 20（19.4） 36（35.0） 103（100.0）
子どもを不潔な環境の中で生活させる 63（62.4） 11（10.9） 27（26.7） 101（100.0）
子どもが病気になっても病院に連れて行かない 74（73.3） 8（7.9） 19（18.8） 101（100.0）
子どもの意思に反して学校に行かせない 94（92.2） 2（2.0） 6（5.9） 102（100.0）
祖父母が子どもに熱湯をかけているのを放置する 100（98.0） 0（0.0） 2（2.0） 102（100.0）
?????
太っているのを気にしている子に「お前はいつ見てもデ
ブだね」と言う 30（30.3） 32（32.3） 37（37.4） 99（100.0）
子どもに「あんたなんか生まれてこなければ良かった」
と言う 36（36.0） 21（21.0） 43（43.0） 100（100.0）
「殺してやる」と真剣な表情で包丁を子どもに突きつける 99（98.0） 1（1.0） 1（1.0） 101（100.0）
子どもの目の前で配偶者に対して暴力を振るう 72（72.0） 10（10.0） 18（18.0） 100（100.0）




































































買い物をしている間乳幼児を車に残しておく * *** ** ***
子どもを不潔な環境の中で生活させる * *** **
子どもが病気になっても病院に連れて行かない ***





つ見てもデブだね」と言う ** * * *
子どもに「あんたなんか生まれてこなければ





をする * * *
注：*** p<0.001　　　** p<0.01　　　* p<0.5
小学校教員における児童虐待に関する認識と対応
− 69 −
　教員が，被虐待児童を発見した際，通告をためら
い，抵抗を感じる背景には，誤報の可能性や通告後
の保護者との関係への懸念などがあることは，すで
に多くの研究で指摘されている（総務省行政評価局，
2010）（玉井，2004）（岩崎・子安・伊藤，2007）（西
原・原田・山口他，2008）。しかしながら，文部科
学省の指針にもあるように，通告の結果がたとえ誤
報であったとしても，児童虐待を早期発見するため
には，児童虐待を疑う段階でまず通告することが必
要であることを徹底して周知する必要がある。その
ためには，まずは児童虐待判断や通告などに関する
的確な知識を持つことが必要である。すでに玉井ら
は，児童虐待の早期発見と防止，通告を含む適切な
対応のために，教職員を対象とする継続した勉強会
や講習会が必要であることを指摘している（玉井，
2004）（西原・原田・山口他，2008）。
　本研究においても，教員が被虐待児童の早期発見
と適切な対応をするためには，継続的な学習機会の
提供により的確な知識を持つとともに，学校内外の
ネットワークを整備すること，関係者間において共
通認識を持つこと，情報を共有することなどが必要
であることを確認することができた。
注
　⑴　上本・李の研究における児童虐待関連20行
為は，高橋らの調査と厚生労働省の『子ども虐待対
応の手引き』および文部科学省『研修教材「児童虐
待と学校」』を参考に作成している。
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